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悠久のときを経て―『御座之湯』湯畑前に開業

特集
御座之湯　プレオープン特集
・草津町消防団　新団長が就任されました
・暴力団を利用しない！恐れない！金を出さない！
「草津湯の町みかじめ料等縁切り同盟」結成式が
開催されました
・こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ⑯
・誌上体験！探訪　あおぞら保育園
・行政からのおしらせ



　江戸期には草津五湯の一つとして、また、源頼朝にゆかりがあるとされる「御座之湯」
が悠久の時を経て、湯畑広場に新しく誕生したことから、４月18日（木）午前10時から
お披露目式が開催されました。 
　このお披露目式の挨拶の中で、黒岩信忠草津町長は「湯源湯路街基本構想の３本の矢
の一つが放たれ、先人達が築き上げた温泉街文化を伝承する共同湯として、この御座之
湯が湯畑広場に一層の魅力を生み出すことにより、町全体の活力を高めることを確信し
ております。」とのまちづくりに対する熱い思いを語りました。

　　※正式オープンは４/25。鎌倉市長、神奈川県議をはじめ、多くの関係者が出席しました。
　　　グランドオープン特集は６月号に掲載予定です。

平成25年４月18日
御座之湯お披露目式が開催されました。

黒岩町長の
　　　あいさつ

御座之湯のお披露目式を無
事に迎えられたことに対し
て感謝の意を述べました

記念すべき
テープカット

御座之湯

営業時間　午前７時～午後９時

（最終入館　午後８時３０分）

問い合わせ先　TEL８８－９０００

プレオープン特集
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御座之湯
館内概要

入館を今か今かと待つ長蛇の列

　
　

４
月
18
日
の
午
後
１
時
か
ら
の
プ
レ

オ
ー
プ
ン
に
は
入
館
を
待
つ
地
元
の
方
々

や
、
観
光
客
約
２
５
０
人
が
長
蛇
の
列
を

つ
く
り
、
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
入
場
制
限

を
行
う
ほ
ど
の
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
町

の
活
力
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

９,１０１人
（４月18日～24日）

プレオープン期間
の入館者数

石之湯石之湯

木之湯木之湯

草津の新名所
　御座之湯館内を
　　ゆもみちゃんがご案内

ゆっくり
くつろげる
貸し切り
中広間湯畑全体を見渡せる

45畳の大広間

木之湯・石之湯
湯畑、万代の２種類のかけ流し
源泉を一つの浴室で同時に
楽しめます。
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当日は除雪が必要なほど
の雪に見舞われました。

　第18回ツール.ド .草津は、季節外れの降雪により、
レース開催は危険であると判断し、残念ながら中止となり
ました。これは大会18回目にしてはじめてのことです。
　競技中止を受けても、草津町にお越しいただいたお客様
への最大限のおもてなしを…ということで、緊急企画を開催。
ゲストに片山右京さん・安田大サーカス団長を迎え、盛大
にトークショーが行われました。その他、競技用に用意し
た入賞副賞を「大じゃんけん大会」で参加者へプレゼント
すると会場の空気はより熱気をおび、競技中止の残念さは
すっかり消えつつありました。
　ご参加いただいたみなさんや、大会運営関係者のみなさ
んのご理解・ご協力のおかげで「競技中止」の窮地を、
盛大にしめくくることができました。
　ありがとうございました。

左から司会の絹代さん、安田大サーカス団長、片山右京さん

齋藤しず子さん
①藤岡市
②完走証記録欄の「雪道を
超えて会場まで」の記載が
素敵です。中止になっても
いい思い出として残ります
ね。

田中さん
①前橋市
②今回が初めての参加。
来年はぜひ白根のゴール
まで走破したいですね！

ご参加いただいた
みなさんにお話しをみなさんにお話しを
うかがいました。うかがいました。

①どちらからお越しいただきましたか？①どちらからお越しいただきましたか？

②競技中止を受けての感想は？②競技中止を受けての感想は？

田ヶ谷俊男さん（左）、町田太平さん（右）
①埼玉県熊谷市
②中止は残念だったな～。今回ヒルクラ
イムに初挑戦の予定でした。来年こそ快
晴のもと気持ちよく走りたいですね。

足利ＲＣ ＨＯＢＯのみなさん
①栃木県足利市
②昨年のコース短縮、今年の中止で残
念ですが、温泉に入って帰ります。
来年は仲間とともにゴール出来ること
を期待したいです。

子どもから大人まで、会場が一体
となって楽しめるトークショーと
大じゃんけん大会は大盛況のうち
に終了しました。

緊急に企画された「大じゃんけ
ん大会」。景品を獲得した参加者
は満面の笑み。感想を伺うと『競
技中止の驚きと、思わず手にし
た景品はいい思い出です。』との
ことでした。

足利ＲＣ ＨＯＢＯのみなさん

齋
①
②
超
素

競
技
中
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
盛
大
に
開
催
！

第
18
回

会場はお
かげさま

で満員御
礼。

大いに盛
り上がり

ました。

ドキュメン
ト

ドキュメン
ト

4.214.21

ツ
ー
ル
・
ド
・
草
津

ツ
ー
ル
・
ド
・
草
津

季
節
は
ず
れ
の

降
雪
に
よ
り
中
止
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草津町消防団　
新団長が就任されました

大熊利夫　新団長

　平成25年４月１日付にて、水出文夫・前団長のあとを継ぎ、

伝統ある草津町消防団長の職を拝命しました。

　団長という大任・責務の大きさをこの身に痛感する次第であり、現在

の消防団を築かれた歴代消防団長をはじめ、諸先輩方や数多くの消防人

の努力に敬意を表すとともに、私自身、消防業務に邁進していく所存で

あります。

　万一有事の際には、今まで培った経験を最大に発揮し、迅速かつ的確

な対応ができるよう努力するとともに、まずは火災等の災害を防除する

ために平常時の予防消防に専念しますので、これからも変わらぬご協力

をお願い申し上げます。

草津町消防団 新団長大熊利夫氏の抱負

区
長
交
代
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
ほ
ど
文
京
区
・
立
町
区
・
前
口
区

の
区
長
が
交
代
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
く
就
任
さ
れ
た
区
長
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

ご
都
合
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
、
飯
島

啓
一
さ
ん
（
前
・
立
町
区
長
）
本
多
徳
康

さ
ん
（
前
・
文
京
区
長
）、
南　

吉
松
さ

ん
（
前
・
前
口
区
長
）
に
は
区
長
と
し

て
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新　文京区長
宮崎広也 さん

新　立町区長
森田英治 さん

新　前口区長
一場辰雄 さん

「草津湯の町みかじめ料等縁切り同盟」
結成式が開催されました

役場で行われた結成式には多数の関係者にご出席いただき、
暴力団のない安全で安心なまちづくりの実現に向けて気持ちを
ひとつにしました。

　４月23日、草津町内の飲食店や商店・旅館などの事業所が、暴力団の資金源であるみかじめ料等の不当な要求を、

一致団結して拒否することを目的とした『草津湯の町みかじめ料等縁切り同盟』結成式が開催されました。

当日は約100人の会員の方々が出席し、会場はほぼ満席の状態でした。

　この取組みは群馬県初であり、町民をはじめ草津町を訪れる観光客が安心して草津町で過ごせるように、

警察や弁護士団、各事業所が今後協力しあいながら活動を行っていくとのことです。

　同盟の活動に対して、皆様のご理解とご協力よろしくお願いいたします。

暴力団を利用しない！暴力団を恐れない！暴力団に金を出さない！
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草津町鳥獣被害対策実施隊　
隊員への委嘱状交付式

草津町鳥獣被害対策実施隊
委嘱状を手にする隊員のみなさん
（写真左から）山本茂幸さん、清水正一さん、
黒岩町長、富岡　勲さん

黒岩町長と協定締結を
結ぶ宮崎常雄地蔵区長

地蔵地区
　　協定区域

　４月24日、代表の隊員３名に草津町長から委嘱状が交付され

ました。

　草津町鳥獣被害対策実施隊は９名の隊員で構成されており、

鳥獣被害に対する農林業関係者や町民、観光客の安全に資する

ことを主な目的として活動を行います。

　農林業従事者の高齢化や狩猟人口減少が進行する中、地域全

体で被害防止対策に取り組むための活動が続けられています。

クマ
にご
注意
！

　

先
月
の
中
央
通
り
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結
に
続
い
て
、
地

蔵
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
同
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
地
蔵
の
湯

を
中
心
と
し
た
昔
な
が
ら
の
町
並
み
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
活
用
し
、

『
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
定
が
締
結
・
承
認
さ
れ
た
後
は
、
同
協
定
に
沿
っ
た
建
物
や
看

板
類
な
ど
の
改
修
費
用
に
一
定
条
件
の
も
と
で
国
の
補
助
制
度
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
が
協
働
す
る

こ
と
で
温
泉
情
緒
あ
る
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
」

地
蔵
地
区
の
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た

朝夕の薄暗い時間は
特に注意！
クマの活動時間帯です。

クマに対して、鈴やラジオ
の音で人間がいることを常
に知らせましょう！

かわいい子グマの陰に
母グマあり。絶対に
近づいてはいけません！

　『草津ロータリークラブ』（会長 立川正章）
のみなさまから児童用学校引き出しを
寄贈していただきました。
　児童のために役立つものとなりました。
　ありがとうございました。
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公
平
な
納
税
の
た
め
に

　

納
税
は
憲
法
に
お
け
る
「
国
民
の

義
務
」
の
１
つ
に
定
め
ら
れ
、
税
金

は
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
な

社
会
を
作
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

も
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
や
保
険
と

い
っ
た
社
会
保
障
、
教
育
の
た
め
、

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の

事
業
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

　

税
金
の
納
付
は
、
納
税
者
自
身
が

自
主
的
に
期
限
内
に
納
税
を
す
る
「
自

主
納
付
」
が
最
も
望
ま
し
く
、
草
津

町
で
も
納
税
者
へ
の
「
自
主
納
付
」

を
一
番
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
納
税
で
き
る
の
に
納
税
し
て

い
た
だ
け
な
い
人
に
対
し
て
は
、
多

く
の
納
期
内
納
税
者
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
差
し
押
さ
え
を
は
じ
め

と
す
る
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
的
に

税
を
徴
収
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
滞
納
処
分
を
行
う
に
は
督
促
状

や
催
告
書
の
送
付
な
ど
、
余
分
な
経

費
に
税
金
を
使
う
事
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

〈
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
〉

　

督
促
状
や
催
告
を
行
っ
て
も
全
く

連
絡
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
や
む

を
え
ず
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
法
律
に
基
づ
き
財
産
の
差

し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

〈
差
し
押
さ
え
財
産
の
例
〉

◆
預
貯
金

（
普
通
預
金
・
定
期
預
金
等
）

金
融
機
関
を
調
査
の
う
え
、
預
貯
金

を
差
し
押
さ
え
し
、
普
通
預
金
の
場

合
は
即
時
取
立
し
ま
す
。

◆
給
与
・
年
金

　

勤
務
先
の
会
社
を
調
査
の
う
え
、

給
与
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
、
生
活

費
分
を
除
い
た
も
の
を
毎
月
の
給
与

か
ら
完
納
と
な
る
ま
で
継
続
し
て
取

立
て
し
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
も
同

様
に
毎
支
給
月
に
取
立
て
し
ま
す
。

◆
不
動
産

　

法
務
局
で
差
し
押
さ
え
の
登
記
を

行
い
、
納
税
が
な
い
場
合
は
公
売
し

ま
す
。

◆
売
上
金

　

事
業
所
営
業
所
を
捜
索
し
た
う
え

で
、
そ
の
場
で
売
上
金
を
差
し
押
さ

え
し
ま
す
。

◆
売
掛
金

　

取
引
先
を
訪
問
し
、
取
引
先
に
対

し
て
有
す
る
売
掛
金
を
差
し
押
さ
え

し
取
立
て
し
ま
す
。

◆
所
得
税
還
付
金

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
還
付

金
が
あ
る
場
合
、
差
し
押
さ
え
て
滞

納
町
税
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〈
そ
の
他
に
つ
い
て
〉

◆
滞
納
町
税
を
放
置
す
る
と
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

か
っ
た
場
合
、法
律
で
定
め
ら
れ
た
、

年
14
・
６
％
（
た
だ
し
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま

で
は
４
・
３
％
）
の
割
合
で
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
延
滞
金
は
銀

行
な
ど
で
お
金
を
借
り
る
よ
り
高
い

利
率
で
す
。

◆
納
税
が
困
難
な
人
は
、
１
人
で
悩

ま
ず
、
放
置
せ
ず
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
納
税
が
困
難

な
場
合
は
、
必
ず
役
場
税
務
課
・
住

民
課
ま
で
納
税
相
談
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
徴
収
係

　

℡  
８
８
・
７
０
８
６

　

住
民
課
国
保
係

　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の助

成
に
つ
い
て

　

草
津
町
で
は
35
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
①
保
険
税

（
料
）
の
滞
納
が
な
い
②
35
歳
以
上

で
加
入
歴
が
３
カ
月
以
上
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
ま
た
は
検
診
当
日

に
草
津
町
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　

一
人
に
つ
い
て
２
万
１
千
円
を
限

度
と
し
て
、
年
度
中
に
１
回
の
み
助

成
い
た
し
ま
す
の
で
、
助
成
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
受
診
か
ら
３
カ
月
以

内
に
保
険
証
、
印
鑑
、
領
収
書
、
検

診
結
果
を
持
参
の
上
、
住
民
課
窓
口

（
２
番
窓
口
）
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
町
で
実
施
す
る
特
定
健
診
（
は
つ

ら
つ
健
診
・
に
っ
こ
り
健
診
）
を
受

診
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
人
間
ド
ッ

ク
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
る
と
そ
の

年
度
の
特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

 

住
民
課　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
係　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

　

医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
・

社
会
保
険
等
）
が
そ
の
加
入
者
に
対

し
て
実
施
す
る
特
定
健
診
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

① 

草
津
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方

◆
40
才
〜
64
才
の
方･･･

６
月
20
日

(

木)

〜
21
日(

金)

、
７
月
８
日(

月)

〜
９
日(

火)

に
実
施
す
る
「
は
つ

ら
つ
健
診
」を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
65
才
以
上
の
方･･･

７
月
１
日(

月)

〜
７
月
５
日(

金)

に
実
施
す
る
「
に
っ

こ
り
健
診
」を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
実
施

し
ま
す
。

※ 

６
月
上
旬
に
草
津
町
か
ら
受
診
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

受
診
に
際
し
個
人
負
担
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

※ 

受
診
の
際
に
は
保
険
証
と
受
診
券

が
必
要
で
す
。

② 

社
会
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
各
種
健

康
保
険
組
合
等
）
に
加
入
し
て
い

る
方
（
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
以
外
の
方
）

◆
加
入
者
の
扶
養
の
方･･･

加
入
し

て
い
る
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
受

診
券
と
保
険
証
の
提
示
に
よ
り
①
の

「
は
つ
ら
つ
健
診
」「
に
っ
こ
り
健
診
」

の
受
診
が
可
能
で
す
。

※ 

保
険
証
と
医
療
保
険
者
が
発
行
す

る
受
診
券
の
無
い
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

◆
加
入
者
本
人
の
方
…
各
事
業
所
主

管
の
事
業
所
健
診
を
優
先
し
て
受
診

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
税
を
滞
納
す
る
と

滞
納
処
分
に
な
り
ま
す
！

「
特
定
健
診
」に
つ
い
て
の

お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
方
へ

お
知
ら
せ

In
fo
rm

atio
n

夫や恋人からの暴力で困っているときは 群馬県女性相談センター　TEL.027－224－4480
いでゆ　第581号7



し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
保
険
者
ご
と
に
健
診
案
内
の
発
行

時
期
や
配
布
形
態
、
個
人
負
担
金

額
が
相
違
し
ま
す
。
お
早
め
に
ご

自
分
の
加
入
す
る
保
険
者
に
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
40
才
未
満
の
方

　

草
津
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
を
対
象
に
若
年
者
健
診
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
日
程
は

｢

は
つ
ら
つ

健
診｣

と
同
日
で
す
。

※ 

社
会
保
険
等
（
国
保
以
外
）
の
方

は
ご
自
分
の
事
業
所
健
診
や
福
利

厚
生
事
業
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※ 

特
定
健
診
等
を
受
診
し
た
場
合
、

各
保
険
者
の
実
施
す
る
他
の
助
成

制
度
（
人
間
ド
ッ
ク
助
成
等
）
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

不
明
な
点
は
お
早
め
に
ご
自
分
の

加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
℡  
８
８
・
５
７
９
７

平成23年10月から旅券（パスポート）の申請・交付は草津町役場で行っています。

草津町に住民登録している人は原則として草津町役場住民課のパスポート窓口以外では
手続きができませんので、ご注意ください。

■受付窓口　役場２階　住民課
■取扱日時　平日午前９時～午後４時30分
■申請の手続き
　　　　申請ができる人は次のとおりです。
　　　　・本人
　　　　・法定代理人
　　　　・申請者により委任された人
　　　※申請内容によっては、本人のみの申請となる場合があります。
　　　※旅券（パスポート）に申請には申請内容や必要書類の確認をするため時間がかかります。
■必要な書類
　○一般旅券発給申請書（窓口にあります）　10年用又は５年用
　　※20歳未満（未成年）の人は５年用のみの申請となります。
　　※申請書を折り曲げたり汚したりしないでください。
　　※ 申請書中の「所持人自署」欄が正しく記入されていない場合は、申請書の書き直しをしていただく

ことがあります。
　○戸籍謄本又は戸籍抄本
　　　発行日から６か月以内のもの（本籍地で取得）
　○パスポート用写真１枚
　　（規格外の写真や不適当の写真は撮り直していただく場合があります。）
　　※ 写真専門店で撮ってもらうことをおすすめいたします。
　　　また写真は申請書に貼らずに持参してください。
　○本人確認書類
　　日本国旅券、運転免許証、住民基本台帳カード（写真付）等
　○前回取得したパスポート
　　・パスポートをお持ちの方は必ず申請時にお持ちください。

■受取方法

　受取日は申請時にご案内いたします。受取には引換書と手数料をご用意の上、必ず本人がお越しください。

旅券の種類 収入印紙 群馬県証紙 合計

10年用　（20歳以上） 14,000円 2,000円 16,000円

５年用　（12歳以上） 9,000円 2,000円 11,000円

５年用　（12歳未満） 4,000円 2,000円 6,000円

《問い合わせ先　住民課　TEL８８・７１９２》

旅券（パスポート）の申請・交付のご案内旅券（パスポート）の申請・交付のご案内

草津町民のみなさんの
パスポート申請・交付
に関する窓口について
大切なお知らせです。

パスポートを
申請される予定の方は
十分にご確認　　　
　　ください

商品購入やサービスを受けた際に契約や販売方法、
品質などに疑問や不審があるときは… 吾妻郡消費生活センター　TEL.0279－75－1166

いでゆ　第581号 8



１
．
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生

日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

２
．
支
給
額

※ 

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得

が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、特
例
と
し
て
月
額
一
律
１
５
，

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

※ 

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以

降
を
言
い
ま
す
。

３
．
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
月
６
月
、
10
月
、

２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

４
．次
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
原
則
と
し
て
、
児
童
が
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
場
合
に
支
給
し
ま

す
（
留
学
の
た
め
に
海
外
に
住
ん

で
い
て
一
定
の
要
件
を
み
た
す
場

合
は
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
）。

②
父
母
が
離
婚
協
議
中
な
ど
に
よ
り

別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
と

同
居
し
て
い
る
方
に
優
先
的
に
支

給
し
ま
す
。

③
父
母
が
海
外
に
住
ん
で
い
る
場
合
、

そ
の
父
母
が
日
本
国
内
で
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
を
指
定
す
れ
ば
、

そ
の
方（
父
母
指
定
者
）に
支
給
し

ま
す
。

④
児
童
を
養
育
し
て
い
る
未
成
年
後

見
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
未
成

年
後
見
人
に
支
給
し
ま
す
。

⑤
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
里
親
な
ど
に
委
託
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

施
設
の
設
置
者
や
里
親
な
ど
に
支

給
し
ま
す
。

５
．
手
続
き
の
方
法

〈
認
定
請
求
〉

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
は
、

現
住
所
の
市
区
町
村
に
「
認
定
請
求

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
（
申
請
）
が

必
要
で
す
（
公
務
員
の
場
合
に
は
勤

務
先
に
）。
市
区
町
村
の
認
定
を
受

け
れ
ば
原
則
と
し
て
、
申
請
し
た
月

の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま
す
。

申
請
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類
〉

◆
請
求
者
が
被
用
者
（
会
社
員
な
ど
）

の
場
合
…
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し
な
ど
。

　

こ
の
他
に
も
、
請
求
者
名
義
の
金

融
機
関
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

〈
15
日
特
例
〉

　

児
童
手
当
等
は
、
原
則
申
請
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
が
、
出
生
日
や
転
入
し
た
日
（
異

動
日
）
が
月
末
に
近
い
場
合
、
申
請

日
が
翌
月
に
な
っ
て
も
異
動
日
の
翌

月
か
ら
15
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
請

月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。
申
請
が
遅

れ
る
と
原
則
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当

て
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

例
…
①
初
め
て
お
子
さ
ん
が
う
ま
れ

た
と
き
、
②
第
２
子
以
降
の
出
生
に

よ
り
養
育
す
る
お
子
さ
ん
が
増
え
た

場
合
な
ど
手
当
の
額
が
増
額
に
な
る

と
き
、
③
他
の
市
区
町
村
に
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
、
④
公
務
員
に
な
っ

た
と
き
、
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

◆
対　

象

（
１
）
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
（
障
害

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の
児
童
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
児
童
を
「
監
護
し
て
い
る
母
」

「
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
く
す

る
父
」「
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
」
で
す
。

①
両
親
が
離
婚

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害

　

（
国
民
年
金
一
級
程
度
）

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
父
・
母
と
も
に
不
明

（
２
）
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す

る
父
も
し
く
は
母
又
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

◆
そ
の
他

〈
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
〉

・ 
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
と
き

・ 

児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
し
て

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

◆
手
当
を
受
け
る
人
や
配
偶
者
な
ど

の
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
き

は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
偽
り
や
不
正
な
手
段
に
よ
り
手
当

を
受
給
し
た
と
き
は
、
法
令
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

ご
存
知
で
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
・

　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当

草津町広報誌「いでゆ」は
毎月第２金曜日の発行です

最新号とバックナンバー
設置場所

　 草津町役場　総務課
　 　　　　　　図書館

児
童
の
年
齢

児
童
手
当
の
額

（
一
人
当
た
り
月
額
）

３
歳
未
満

一
律
１
５
，
０
０
０
円

３
歳
以
上

小
学
校
終
了
前

１
０
，
０
０
０
円

（
第
３
子
以
降
は

１
５
，
０
０
０
円
）

中
学
生

一
律
１
０
，
０
０
０
円

申
請
は
出
生
や
転
入
か
ら

15
日
以
内
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

多重債務でお困りではありませんか？ 関東財務局前橋財務事務所総務課  多重債務相談窓口
TEL.027－221－4495

いでゆ　第581号9



　

群
馬
県
で
は
、
県
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、
今

後
の
高
齢
政
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
『
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
基
礎
調
査
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
65
歳
以
上
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
生
活
の
実

態
等
を
お
伺
い
す
る
も
の
で
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬
に
各
地
区

の
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
が
該
当

と
な
る
方
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

℡  
８
８
・
７
１
８
９

　

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
（
正
式
名

「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
」）
が
昨
年
10
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
虐
待
に
よ
っ
て
障

が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か

さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。
障

が
い
者
の
安
定
し
た
生
活
や
社
会
参

加
を
助
け
る
た
め
に
、
虐
待
の
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆  

虐
待
の
種
類

①
養
護
者
に
よ
る
虐
待

②
障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
に
よ

る
虐
待

③
使
用
者
に
よ
る
虐
待

◆  

虐
待
例

①
身
体
的
虐
待

　

障
が
い
者
の
体
に
傷
や
痛
み
を
負

わ
せ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

②
性
的
虐
待

　

障
が
い
者
に
無
理
や
り
（
ま
た
同

意
と
み
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と

を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

③
心
理
的
虐
待

　

障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶
し

た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

④
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な

ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、

障
が
い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ

と
。

⑤
経
済
的
虐
待

　

本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま
た
、
障

が
い
者
に
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な

い
こ
と
。

　

町
で
は
「
あ
が
つ
ま
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
」（
あ
が
つ
ま
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。
虐
待
に
気
付
い

た
ら
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
虐
待
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
を
持
つ
方

の
様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

３
名
（
内
１
名
は
女
性
）
の
相
談
員

が
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談
等
状
況

に
応
じ
対
応
し
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
む
こ
と
な
く
気
軽
に
相
談
し
て
下

さ
い
。

▽
受
付
窓
口

あ
が
つ
ま
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー

℡  
０
２
７
９
・
７
６
・
８
０
８
０

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時

※ 

時
間
外
で
も
24
時
間
緊
急
な
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
、
平
成
26
年
度
に
採
用
す
る
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
採
用
予
定
職
種
・
人
員

◆ 

消
防
職　

６
名
（
う
ち
救
急
救
命

士
枠
２
〜
３
名
）

◆ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム　

看
護
職
１
名

２
．
受
験
資
格

（
Ａ
）
消
防
職
（
次
の
①
②
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
④
に
該
当

す
る
こ
と
）

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

平
成
19
年
３
月
以
降
卒
業
し
た
者
、

ま
た
は
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
者
。

②
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
、
ま

た
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
合
格

見
込
み
の
者
。

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
者
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
ま

で
に
合
格
見
込
み
の
者
。

④
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

（
Ｂ
）
看
護
職
（
次
の
①
②
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許
保

有
者
。

②
看
護
師
と
し
て
の
実
務
経
験
年
数

５
年
以
上
の
者
。

③
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
。

３
．
試
験
日
・
内
容
・
会
場

◆
第
１
次
試
験
（
群
馬
県
町
村
会
が

実
施
す
る
県
内
町
村
職
員
採
用
統

一
試
験
）

・ 

期
日
：
平
成
25
年
９
月
22
日（
日
）

・ 

内
容
：
教
養
試
験
（
職
員
と
し
て

必
要
な
一
般
的
教
養･

知
識･

知

能
に
つ
い
て
択
一
式
試
験
）

・ 
会
場
：
中
之
条
町
文
化
会
館
会
議

室
（
中
之
条
町
大
字
西
中
之
条
１

３
５
）

◆ 

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格

者
を
対
象
と
す
る
）

・ 

内
容
：
作
文
・
体
力
試
験（
消
防
職
）、

作
文
・
面
接
（
看
護
職
）

・ 

期
日
・
会
場
：
未
定

◆ 

第
３
次
試
験
（
消
防
職
の
み
に
実

施
。
第
２
次
試
験
合
格
者
を
対
象

と
す
る
）

・ 

内
容
：
面
接

・ 

期
日
・
会
場
：
未
定

４
．
受
験
申
込
期
間

25
年
６
月
10
日
〜
８
月
２
日

※ 

受
験
申
込
書
は
、
吾
妻
広
域
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（h

ttp
://w
w
w
.

aga-ko
u
iki.jp

/

）
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
消
防
各
署

及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
並
び
に
吾

妻
広
域
事
務
局
（
中
之
条
町
文
化

会
館
２
階
）
に
も
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

５
．
申
込
方
法

　

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便

（
８
月
２
日
必
着
）、
あ
る
い
は
直
接

持
参
で
吾
妻
広
域
圏
事
務
局
へ
提
出

し
て
下
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

事
務
局

〒
３
７
７
・
０
４
２
５　

群
馬
県

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
西
中
之
条

１
３
５
番
地
（
中
之
条
町
文
化
会

館
内
）

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
４
７
０
０

採
用
試
験
・
募
集
な
ど

平
成
25
年
度

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
基
礎
調
査

調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

職
員
募
集
に
つ
い
て

いじめ問題の相談に応じます。 群馬県総合教育センター　いじめ対策室「いじめ相談電話」
TEL.0120－889－756、携帯電話からの場合TEL.0270－26－9200
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環
境
省
長
野
自
然
環
境
事
務
所
で

は
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
鹿
沢
・

万
座
地
域
に
お
い
て
、
自
然
ふ
れ
あ

い
活
動
や
美
化
清
掃
活
動
、
自
然
環

境
調
査
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数　

20
名
程
度

◆
応
募
資
格

㋐
18
歳
以
上
で
健
康
な
方

㋑
２
日
間
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
会
に
参
加
で
き
る
方

㋒
年
間
２
回
以
上
、
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
方

㋓
活
動
連
絡
の
た
め
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
へ
の
登
録
が
可
能
で
あ
る

方(E
-m
ail

ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち

の
方)

◆
活
動
場
所

　

上
信
越
高
原
国
立
公
園
鹿
沢
・
万

座
・
草
津
・
浅
間
地
域

◆
活
動
内
容　

国
立
公
園
施
設
の
簡

易
な
維
持
補
修
、
美
化
清
掃
活
動
、

自
然
解
説
活
動
へ
の
協
力
な
ど

▽
詳
細
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

環
境
省
万
座
自
然
保
護
官
事
務
所

℡  
０
２
７
９
・
９
７
・
２
０
８
３

　

群
馬
交
響
楽
団
の
定
期
演
奏
会(

高

崎
市
や
前
橋
市
で
行
わ
れ
る
演
奏
会)

の
入
場
予
約
券
が
役
場
に
あ
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
で
ご
希
望
の
方
に
、

役
場
観
光
課
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
一
人
様
２
枚
ま
で
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

注
意
事
項

＊ 

入
場
予
約
券
は
来
年
３
月
ま
で
の

群
響
公
演
の
中
か
ら
、
お
好
き
な

公
演
を
１
回
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
群
馬
交
響
楽
団

に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

＊ 

ご
希
望
の
演
奏
会
や
日
程
に
添
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

＊ 

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
会
場

ま
で
の
交
通
費
等
は
個
人
負
担
で

す
。

＊ 

座
種
・
席
番
号
は
お
選
び
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

＊ 

他
人
に
譲
渡
し
た
り
換
金
し
た
り

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊ 

紛
失
や
亡
失
し
て
も
再
発
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課　

℡  
８
８
・
７
１
８
８

群
響
を
聴
き
ま
せ
ん
か

上
信
越
高
原
国
立
公
園
鹿
沢
万
座

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。
測定場所：草津町役場庁舎前　地上50cm
測定機器：シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です

測定月日 測定値 天　　候 測　定　時　刻
４月１日 0.071 晴　れ 午前10時15分
４月７日 0.071 晴　れ 午後１時19分
４月15日 0.062 晴　れ 午後１時40分
４月22日 0.054 晴　れ 午前９時26分
４月30日 0.067 くもり 午前９時01分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

※現在の放射線量は、基準値以内で、健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下1,000マイクロシーベルト ＝ 1ミリシーベルト
※あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は、健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）

ワンポイント  アドバイスおまわりさんの
～長野原警察署からのお知らせ～　長野原警察署 TEL.82－0110

警察には、あなたが相談したい悩みを専門に扱う相談窓口があります。秘密は厳守しますので、どうぞご利用ください。

○犯罪被害者相談
TEL027-221-7777

○警察安全相談
TEL027-224-8080
又は♯9110

○女性相談者専用電話　TEL027-224-4356
女性相談者専用電話を開設し、女性警察官が24時間対応しています。
安心してご利用ください。

○少年の悩み事相談
TEL027-221-1616　相談時間　平日8：30～17：15

○暴力団犯罪相談（群馬県暴力追放運動推進センター）
TEL027-254-1100　相談時間　平日9：00～17：00

4月1日から新設

警察の
　相談窓口

児童虐待・不登校・心身の発達相談等で相談したいときは 中央児童相談所「こどもホットライン24」
TEL.０２７－２６３－１１００

いでゆ　第581号11



消費者の安全に関する情報やリコール
情報などがご覧いただけます

◆消費者庁ホームページ　http://www.caa.go.jp/　
◆国民生活センターホームページ　http://www.kokusen.go.jp/

「
え
っ
!?
こ
ん
な
こ
と
が
事
故
に
つ
な
が
る
の
？
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
？
」身
近
に
潜
む
危
険
と
は
？

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
出
典
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

乳
幼
児
の

歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る

事
故
に
注
意
！

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
、
歯
磨
き
は

大
切
な
生
活
習
慣
の
ひ
と
つ
で
す
。

乳
幼
児
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
る
た

め
に
、
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使
用
し

て
歯
磨
き
を
始
め
さ
せ
る
保
護
者
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
乳
幼
児
が
歯
磨
き
中
に

歯
ブ
ラ
シ
を
く
わ
え
た
ま
ま
転
倒
し
、

口
腔
内
に
歯
ブ
ラ
シ
を
突
き
刺
す
等

の
事
故
情
報
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
歯
ブ
ラ
シ
が
頬
に
刺
さ
り
、

手
術
・
入
院
と
な
っ
た
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
が
一
人
で
歯
磨
き
を
す
る

際
に
は
、
保
護
者
の
方
が
そ
ば
に
付

き
添
い
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
主
な
事
故
原
因
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

よ
り
巧
妙
！
よ
り
悪
質
に
！
「
買
え
買
え
詐
欺
」
に
注
意
！

劇
場
型
勧
誘
に
よ
る
詐
欺
的
儲
け
話
の
最
近
の
手
口

　

金
融
商
品
に
関
す
る
相
談
の
傾
向
の

一
つ
と
し
て
、
未
公
開
株
な
ど
の
詐
欺

的
な
儲
け
話
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
高
齢
者

を
中
心
に
近
年
非
常
に
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

詐
欺
的
な
儲
け
話
に
用
い
ら
れ
る
金

融
商
品
に
つ
い
て
も
様
々
な
も
の
が
登

場
し
て
お
り
、
未
公
開
株
、
怪
し
い
社

債
、
フ
ァ
ン
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
、

金
融
商
品
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い

「
怪
し
い
権
利
取
引
」
の
儲
け
話
の
ト

ラ
ブ
ル
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
ら
な
い
背

景
の
一
つ
と
し
て
、「
買
え
買
え
詐
欺
」

と
も
い
え
る
「
劇
場
型
勧
誘
」
の
手
口

が
よ
り
巧
妙
化
、
悪
質
化
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
近

目
立
つ
劇
場
型
勧
誘
の
手
口
を
確
認
し
、

こ
の
よ
う
な
話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ

な
い
よ
う
再
度
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

劇場型勧誘の典型例

　室内で歩きながら
歯磨きしていたとこ
ろ、畳の部屋で前方
に転倒。歯ブラシは
畳に放り出されてい
た。右喉頭に裂傷が
でき、水をのむこと
ができなかった。

平成24年２月発生　１歳男児

〈歯磨き中に歩いて転倒〉
　歯ブラシをくわえた
まま、きょうだいと部
屋の中を走り回ってい
たところ、ソファにぶ
つかり歯ブラシが喉に
刺さった。嘔吐し、鼻
と口から出血。右喉頭
に裂傷を負う。

平成24年11月発生　１歳男児

〈歯磨き中に物にぶつかる〉

　洗面所で椅子（高さ50㎝）の上に
立って歯磨きしていたところ、椅子
から転落した。歯ブラシのヘッド部
分から３㎝ほどのところで２つに折
れており、ヘッドの部分が口腔内に
刺さっていた。歯ブラシを抜いたと
ころ出血していたため、救急を要した。
平成23年６月発生　１歳男児

〈歯磨き中に
　椅子から転落〉

歯ブラシによる事故から
子どもを守るために…

◆子どもが歯磨きしている間は、保護者
の方が付き添い常に注意をはらう。

◆歯ブラシを口に入れたり、手に持たせ
たまま歩き回らせない。

◆人や物にぶつからないよう周囲の状況
に注意をはらう。

◆椅子や踏み台の上など不安定な場所で
の歯磨きは避ける。

Ｂ社から「Ａ社が販売
する権利を購入すれば、
高値で買い取る」との
電話勧誘がある

Ａ社

Ｂ社

FAXなど消費者

消費者

権利を買い取る

購入申込

Ａ社、Ｂ社ともに最終的
には連絡が取れなくなり、
権利証券もどきだけが消
費者の手元に残る

Ａ社から権利に関する
パンフレットや申込書
が送付される

消費者はＡ社に通信販
売で権利の購入を申し
込む

暮
ら
し
の
中
の
危
険
に
注
意
！

2

4

1

3
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あおぞら保育園あおぞら保育園
誌上体験！探訪

５月10日～
　　６月10日の予定
毎週月曜日、英会話教室（年長児）
　　14日　幼児交通安全教室
　　23日　誕生会
　　24日　親子遠足
６月３日　避難訓練
　　５日　５歳児運動発達検査

あお
ぞら保育園　基本方針草津の自然の中で

豊かな人間性をもった子どもを育成する。
保育目標

★げんきな子　★やさしい子　★がんばる子

新年度が始まりました新年度が始まりました
　この季節は新入園児とその保護者の方々との出会いがあり、
新入園児を加えての新しい生活がスタートしました。
　まだ言葉がでない小さな子、お家の方とずっと一緒だった子、
保育士に抱っこされて泣いている子、みんな入園してまもなく
の間にも成長のきざしを感じます。
　どの子どもにも一人ひとりの個性があり、しっかりとした人
格を感じます。その目にはこちらの思いを感じ取ろうとする力
を感じます。

温かい膝の上で絵本を見ていると、
泣くことも忘れてしまいました。

新入園児を交えての
あおぞら保育園

平成25年度がスタートしました

保育士に抱っこされて泣
きやまなくても、他の子
どもたちの笑顔に興味を
もっています。

不安そうな子どもの手
をひいて、遊びの仲間
に入れるよう保育士が
助け舟をだすことも。

　新入園児は徐々に保育士の膝の上から離れて遊び始めました。
　泣いていた子も少しずつ慣れ、新しい環境に興味をもって
きたようです。
　砂の感触を楽しんだり、滑り台に登る子もいます。
　当たり前の毎日を安心して過ごせるように考えています。

お天気の良い日の園庭あそび

暖かくなって、園庭遊びが
楽しい季節になりました

いでゆ　第581号13



こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です
草津を知る・シリーズ⑯草津を知る・シリーズ⑯

　

草
津
の
歴
史
は
近
世
（
江
戸
時

代
）
か
ら
は
っ
き
り
と
し
て
き
ま

す
。
治
安
が
良
く
な
り
、
街
道
が

整
備
さ
れ
、
旅
や
観
光
が
比
較
的

自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
多

く
の
人
々
が
入
湯
す
る
た
め
に
訪

れ
ま
し
た
。
同
時
に
旅
の
記
録
を

残
そ
う
と
い
う
人
た
ち
も
出
て
き

ま
す
。
そ
う
言
っ
た
も
の
が
今
に

伝
わ
り
、
江
戸
時
代
の
草
津
の
様

子
が
多
少
な
り
と
も
分
か
り
ま
す
。

草
津
か
ら
も
絵
図
や
温
泉
に
関
し

て
の
案
内
な
ど
が
出
版
さ
れ
全
国

に
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
以
前
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
源
頼
朝
が
草
津
を
発
見

し
た
と
い
う
伝
説
は
今
か
ら
８
０

０
年
ほ
ど
前
の
鎌
倉
時
代
の
こ
と

で
す
。
残
念
な
が
ら
鎌
倉
時
代
の

草
津
に
関
し
て
の
文
献
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
か
ら
５
４

０
年
ほ
ど
前
の
室
町
時
代
後
期
の

文
献
に
草
津
を
紹
介
し
た
文
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
れ
ら
を
紹
介
し
な
が

ら
草
津
の
歴
史
を
た
ど
る
旅
に
出

か
け
ま
し
ょ
う
。

１
４
７
２
（
文
明
４
）
年

　

本
願
寺
の
僧
、蓮
如
（
れ
ん
に
ょ
：

応
永
22　

１
４
１
５
〜
明
応
８　

１

４
９
９
）
が
善
光
寺
、
草
津
を
訪
れ

入
湯
し
た
と
『
草
津
温
泉
誌　

第
壱

巻
』（
ｐ
４
６
６
）
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

蓮
如
は
、
親
鸞
が
興
し
た
浄
土
真

宗
を
発
展
・
繁
栄
さ
せ
た
人
物
と
し

て
日
本
史
に
登
場
し
ま
す
。
北
陸
・

東
北
を
旅
し
た
蓮
如
は
、そ
の
途
中
、

文
明
４
（
１
４
７
２
）
年
に
草
津
に

入
湯
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、『
草
津
温
泉
誌　

第
壱
巻
』
は
こ

う
続
け
ま
す
「（
蓮
如
が
草
津
を
訪

れ
た
と
さ
れ
る
文
書
は
江
戸
時
代
の

も
の
で
あ
り
）
従
来
の
蓮
如
の
伝
記

に
は
草
津
湯
治
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
入

湯
に
見
え
た
か
ど
う
か
は
、
第
一
次

資
料
に
よ
っ
て
は
定
め
難
い
」（
ｐ
４

７
１
）。

　

蓮
如
の
生
き
た
時
代
は
室
町
幕
府

が
存
在
し
、
１
４
６
７
（
応
仁
１
）

年
に
は
「
応
仁
の
乱
」が
起
り
ま
す
。

都
は
荒
れ
、
戦
国
時
代
が
始
ま
っ
た

頃
で
す
。

１
４
８
６
（
文
明
18
）
年

　

こ
の
年
、
江
戸
城
を
築
城
し
た
太

田
道
灌
が
上
杉
定
正
に
よ
っ
て
殺
害

さ
れ
ま
し
た
。
下
剋
上
や
群
雄
割
拠

の
時
代
が
始
ま
っ
た
頃
で
す
。
国
は

乱
れ
、
各
地
で
農
民
一
揆
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

歌
人
・
天
台
宗
の
僧
、
堯
恵

（
ぎ
ょ
う
え
：
永
享
２　

１
４
３
０

〜
明
応
７　

１
４
９
８
頃
）
は
東
山

道
や
北
陸
道
を
旅
し
『
善
光
寺
紀

行
』『
北
国
紀
行
』を
記
し
て
い
ま
す
。

草
津
を
訪
れ
た
の
は
文
明
18
（
１
４

８
６
）
年
の
こ
と
と
さ
れ
、
彼
の
紀

行
文
『
北
国
紀
行
』
の
中
に
そ
の
記

述
が
あ
り
ま
す
。越
後
の
国
を
回
り
、

三
国
峠
を
超
え
白
井
（
現
在
の
渋
川

市
子
持
）
に
滞
在
、
９
月
頃
草
津
に

や
っ
て
き
ま
す
。「
是
よ
り
桟
路
を

伝
ひ
て
、
草
津
の
温
泉
に
二
七
日
計

入
り
て
、
詞
も
つ
つ
か
ぬ
愚
作
な
と

し
、
鎮
守
の
明
神
に
奉
り
し
。
又
山

中
を
へ
て
、
い
か
ほ
の
出
湯
に
う
つ

り
ぬ
。」（『
草
津
温
泉
誌
第
壱
巻
』
ｐ

１
２
８
，
４
９
８
）。「
細
く
険
し
い

道
を
通
っ
て
草
津
の
温
泉
に
入
り
、

二
週
間
滞
在
し
、
そ
の
間
に
歌
を
詠

み
、
鎮
守
の
明
神
に
奉
納
を
し
、（
そ

の
後
）
山
の
中
を
通
り
伊
香
保
の
湯

に
移
っ
た
」
と
い
う
記
述
の
ほ
か
に

は
草
津
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
は
一

切
な
く
、
と
て
も
あ
っ
さ
り
と
し
て

い
ま
す
。ど
こ
に
泊
っ
て
何
を
食
べ
、

ど
の
よ
う
に
入
浴
し
て
い
た
の
か
、

歌
を
奉
納
し
た
鎮
守
の
明
神
と
は
白

根
神
社
の
こ
と
な
の
か
等
々
、
堯
恵

室町時代後期の草津室町時代後期の草津
“くさづよいとこ薬のいで湯”“くさづよいとこ薬のいで湯”
草津町立草津図書館所蔵の資料から、温泉とともに歩んだ草津町立草津図書館所蔵の資料から、温泉とともに歩んだ
長い歴史の１ページを今月もめくります。長い歴史の１ページを今月もめくります。
ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる旅にでかけませんか。ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる旅にでかけませんか。

４月25日、盛大に開催された御座之湯グランドオープンに４月25日、盛大に開催された御座之湯グランドオープンに
花を添える民謡保存会のみなさん。花を添える民謡保存会のみなさん。

室
町
時
代後

期
の
草
津
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に
も
っ
と
草
津
の
様
子
を
詳
し
く
書

い
て
、
残
し
て
お
い
て
欲
し
か
っ
た

と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
最
も
古
い
草
津
の
記
述
は

こ
の
『
北
国
紀
行
』
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
に
は
こ
の
『
北

国
紀
行
』
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
１
）

　

こ
の
資
料
は
国
立
国
会
図
書
館
の

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
印
刷
技
術
が
無
か
っ

た
時
代
、
堯
恵
の
著
作
を
誰
か
が
書

き
写
し
た
も
の
が
今
に
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
「
久
草

津
乃
温
泉
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
江
戸
時
代
以
前
の
草
津
の
呼

び
方
は
主
に
「
ク
ソ
ウ
ズ
」
と
呼
ば

れ
、
そ
の
記
述
も
く
さ
は
津
・
九
相

津
・
草
生
津
・
九
草
津
な
ど
様
々

だ
っ
た
よ
う
で
す
（『
草
津
温
泉
誌

第
壱
巻
』ｐ
１
２
２
）。『
北
国
紀
行
』

の
中
で
は
「
久
草
津
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
書
き
写
し
た
人
は

「
ク
ソ
ウ
ズ
」
と
い
う
認
識

で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

堯
恵
は
草
津
滞
在
中
に

「
さ
と
は
ま
た
紅
葉
の
秋
に

時
し
ら
ぬ
白
根
に
け
さ
は
ゆ

き
ぞ
ふ
り
け
る
」「
世
に
知
ら

ぬ
布
な
ら
な
く
に
山
姫
の
い

か
に
せ
ら
せ
る
滝
の
し
ら
い

と
」
の
二
首
を
鎮
守
の
明
神

に
奉
納
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
白
根
山

や
常
布
の
滝
を
詠
っ
た
も
の

と
し
て
、
有
名
な
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
（『
草
津
温
泉

誌　

第
壱
巻
』ｐ
１
２
９
）が
、

こ
の
二
つ
の
和
歌
の
出
典
は

不
明
の
ま
ま
で
す
。
彼
の
作
品
集

『
下
葉
（
し
た
ば
）
和
歌
集
』
を
確

認
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
出
版
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
調
べ
る

術
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
４
９
１
（
延
徳
３
）
年

　

こ
の
年
、
北
条
早
雲
が
伊
豆
を
占

領
し
ま
し
た
。
農
民
に
よ
る
一
揆
は

収
ま
ら
ず
、
政
治
の
混
乱
は
続
い
て

い
ま
す
。
１
４
８
９
（
長
享
３
）
年

に
は
京
都
東
山
に
銀
閣
が
完
成
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、
臨
済
宗
の
僧
で
あ
り

漢
詩
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
万
里
集

九
（
ば
ん
り
・
し
ゅ
う
き
ゅ
う　

正

長
１
・
１
４
２
８
〜
？
）
が
草
津
の

こ
と
を
そ
の
著
書
『
梅
花
無
尽
蔵
』

（
ば
い
か
む
じ
ん
ぞ
う
）（
図
２
）
の

中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
近
江
国

（
現
在
の
滋
賀
県
）
に
生
ま
れ
た
集

九
は
著
書
と
同
じ
名
前
の
「
梅
花
無

尽
蔵
」
と
い
う
庵
を
美
濃
国
（
現
在

の
岐
阜
県
）
に
つ
く
り
、
そ
こ
で
詩

作
や
講
義
を
行
っ
た
そ
う
で
し
た
。

　

漢
文
で
記
さ
れ
た
『
梅
花
無
尽
蔵
』

六
巻
に
は
「
本
邦
六
十
余
州
、
毎
州

有
霊
湯
、
其
最
者
下
野
之
草
津
、
々

湯
之
有
馬
、飛
州
之
湯
島
三
処
也
」と
、

国
内
の
温
泉
で
は
、
草
津
・
有
馬
・

飛
州
湯
島
の
３
つ
が
も
っ
と
良
い
温

泉
と
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
飛
州
湯
島
と
は
現
在
の
岐
阜

県
下
呂
温
泉
の
こ
と
で
す
。

　

図
２
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
も
室
町

時
代
末
期
の
も
の
で
は
な
く
、
い
く

つ
か
あ
る
写
本
の
一
つ
で
す

が
、
原
本
を
忠
実
に
筆
写
し

た
と
考
え
れ
ば
、
草
津
は
当

時
か
ら
良
く
知
ら
れ
、
日
本
で

も
か
な
り
有
名
な
温
泉
地

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

た
だ
、
先
述
し
た
『
北
国
紀

行
』同
様
、ど
ん
な
温
泉
地
だ
っ

た
か
詳
し
く
書
い
て
は
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
下
野
国
（
現

在
の
栃
木
県
）
草
津
と
書
い
て

あ
る
所
も
微
妙
で
、
草
津
に
は

行
か
ず
、
誰
か
か
ら
聞
い
た

こ
と
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し

た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

参
考
文
献　
『
草
津
温
泉

誌　

第
壱
巻
』
ｐ
１
３
０
）・

『
五
山
文
学
新
集　

第
六
巻
』（
玉
村

竹
二
編　

東
京
大
学
出
版
会　

１
９

７
２
）

　

室
町
時
代
末
期
に
記
さ
れ
た
と
さ

れ
る
３
つ
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
草
津
に
関
し
て
は
、
や
は

り
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
ま
ま

で
す
。
ど
の
よ
う
な
人
が
住
み
、
ど

ん
な
入
浴
を
し
て
い
た
の
か
、
ど
ん

な
お
風
呂
が
あ
っ
た
の
か
一
切
分
か

り
ま
せ
ん
。
か
す
か
な
光
を
見
る
よ

う
な
歴
史
の
旅
で
し
た
が
、
今
後
、

資
料
の
発
見
や
研
究
が
進
め
ば
、
新

た
な
草
津
が
姿
を
現
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

＊
『
北
国
紀
行
』や
『
梅
花
無
尽
蔵
』

は
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.n
d
l.go
.jp
/

）
で
検

索
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。草

津
町
立
図
書
館

＊ 

図
書
館
で
は
文
中
で
紹
介
し

た
資
料
を
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
意
外
な
発
見
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
図
書

館
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

る
町
の
施
設
で
す
。

　
　

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

℡  
８
８
・
７
１
９
０

図
２
：『
梅
花
無
尽
蔵
』
温
湯
聯
句
序
（
国
立

国
会
図
書
館
蔵　

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

図
１
：『
北
国
紀
行
』（
国
会
図
書
館
蔵

　

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）
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３
月
17
日
（
日
）
北
橘
中

学
校
に
お
い
て
第
28
回
角
田

杯
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

23
団
体
２
０
３
名
の
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

草
津
町
か
ら
参
加
し
た
選
手

が
次
の
と
お
り
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
の
で
、
健
闘
を
称

え
、
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

３
月
31
日
（
日
）、
第
１
回
草
津
町
長
杯
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
草
津
町
長
・
黒
岩
信
忠
大
会
会
長
の

挨
拶
の
後
、
草
津
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
主
将
矢
野
堅
斗
く
ん
、
草
津
Ｖ
キ
ッ
ズ
主

将
山
本
恵
さ
ん
の
両
選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、

県
内
30
チ
ー
ム
、
２
８
０
人
の
参
加
選
手
達
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
草
津
町
か
ら
は
草

津
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

Ａ
チ
ー
ム
、
Ｂ
チ
ー
ム
と
草
津
Ｖ
キ
ッ
ズ
（
女

子
）
の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

4
月
21
日
（
日
）、
中
之
条
町
立
中
之
条
西
中
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
大

会
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
結
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
好
成
績

を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

草
津
中
学
校　

剣
道
部

◆
団
体
戦　

男
子　

準
優
勝　
　

女
子　

優
勝

男　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女　

子
※

　

先
鋒
：
宮
崎
慶
成
（
3
年
）　
　

黒
岩
小
真
貴
（
3
年
）

　

次
鋒
：
山
口
智
也
（
2
年
）　
　

宮
崎
久
美
（
1
年
）

　

中
堅
：
加
藤
雅
也
（
2
年
）　
　

三
上
楓
香
（
3
年
）

　

副
将
：
白
鳥
隼
也
（
2
年
）　
　

宮
﨑　

愛
（
2
年
）

　

大
将
：
田
中
智
也
（
3
年
）　
　

髙
原　

泉
（
3
年
）

　

補
員
：
大
野
奨
弥
（
2
年
）　
　

安
齋
志
桜
里
（
2
年
）

　

補
員
：
畠
山
麗
矢
（
2
年
）　
　

大
高　

凜
（
2
年
）

◆
個
人
戦　

女
子

　

優　

勝　

髙
原　

泉
（
3
年
）
※

　

3　

位　

宮
崎
久
美
（
1
年
）

※
印
は
県
大
会
出
場
選
手

小
学
生
低
学
年
軽
量
級

　

優　

勝　
　

神
田　

惇
英

小
学
生
高
学
年
軽
量
級

　

ベ
ス
ト
８　

朝
倉
ジ
ョ
ー
ジ

　平成25年３月28日、草津中学校体育館において
第18回町民バスケットボール大会が行われました。
　８チーム86名が参加し、仲間同士楽しく、また
白熱した試合が行われました。
　大会結果は以下のとおりです。

　町の成年層を中心とし、野球愛好者で構成される「草津野
球クラブ（監督・岡田　薫　部員23名）」が４月20日から開
催された天皇賜杯第68回全日本軟式野球大会に吾妻郡代表
として８年ぶり２回目の出場をはたしました。
　４月20日の大会１回戦は、伊勢崎市のあづまスタジアムで利
根沼田のチーム「ファンブルス」と対戦し、残念ながら敗退し
ましたが、強豪チームを相手に堂々とした奮闘ぶりでした。
　今後の活躍のため、決意を新たに再出発を誓う大会となり
ました。

〈草津野球クラブメンバー〉
監督：岡田　薫
主将：萬代洋信
投手：橋爪　保、白鳥駿司・花岡直人
捕手：佐々木英人、星野太一
内野手： 萬代洋信、小野克彦、岡部薫樹、石井裕太、宮崎恭嗣、
 和田　挙、大場雅仁、花岡明仁、関　和洋、湯本将平、
 斉藤竜也

外野手：本多孝浩、湯本脩介、市川　匠、和田　修、山口哲也、
　　　　猪浦　光

男子の部　優　勝　ももいろクローバーK
　　　　　準優勝　草津バスケットボールクラブ
　　　　　第３位　草津中男子バスケットクラブ
　　　　　第３位　MBY

女子の部　優　勝　草津バスケットボールクラブ
　　　　　準優勝　草津中女子バスケットクラブOB

記念すべき第1回大会の町長のあいさつ

低学年軽量級優勝の神田君

県下から多くの選手が参加しました

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

T
op
ics

ト
ピ
ト
ピ
ッッ
ク
ス
ク
ス

次
回
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
！
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５月号

草津民謡　草津節　歌詞選録探訪記　Vol.４
草津温泉湯もみ保存会

◆　咲いた石
し ゃ く な げ

楠花頬
ほほ

紅
べに

つけて　誰に媚びるか　岩の上よ。

◇　夏も涼しい草津の里よ　鳴くようぐいす　不
ほ と と ぎ す

如帰よ。

◆　錦
にしき

織
お

り成す野
の

末
ずえ

を見れば　晴れし浅間に　煙り立つよ。

◇　冬の草津花見の節よ　雪の花やら　お湯の花よ。

◆　地蔵白旗松の湯熱湯　千代のお湯から　鷲のお湯よ。

　《草津節》の唄が少しずつ盛んになり始めたころ、昭和３年５月29日に芝愛宕山の放送局「現在のＮ
ＨＫ」のラジオ電波に乗せて、草津温泉の竹寿さんを初めに６名の芸妓さん達が出演して唄ったのが
世に広まってゆきました。
　草津温泉の年表から考察するに、昭和３年のラジオ放送以前つまり13年前の大正４年には、既に《草
津節》の元歌となった旋律や譜面が確立されていた事が拝察されます。
　また、奇しくも昭和３年　ヨイトサノサ　のリズム《草津小唄》を作詞 相馬御風氏、作曲 中山晋平
氏により新たな唄が誕生しました。代表作に、「朝の湯けむりゆうべの湯もや　草津ア湯の町　夢の町」
「つきぬ思いよ浅間の煙　なぜか草津が　忘れられぬ」など。
　当時の、新民謡流行の波にのり《湯もみ》やお座敷にも取り上げられ《草津節》及び《草津湯もみ唄》
と共に、草津の代表的民謡として土地に根づきました。

「参考資料　川合勇太郎著　草津温泉史話より」

　
　

木
の
か
ほ
り　

草
津
の
町
の
こ
こ
ろ
い
き

　
　
　
　

御
座
の
湯
成
り
て　

夢
は
も
え
た
つ 

宮　

﨑　

は　

ん

御
座
の
湯
が
で
き
て
湯
畑
の
景
色
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
が
大
勢
来
て

下
さ
っ
て
町
の
中
に
活
気
が
溢
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
詠
み
ま
し
た
。

　子どもの居場所作り事業として、「放課後子ども教室」が本年度も５月から　子どもの居場所作り事業として、「放課後子ども教室」が本年度も５月から
実施されます。実施されます。
　まず、５月７日 児童室活用事業として児童室の生徒（１～３年生）を対象に、　まず、５月７日 児童室活用事業として児童室の生徒（１～３年生）を対象に、
老人クラブ第７支部（支部長　中込静尾さん）による「むかし遊び」が開催さ老人クラブ第７支部（支部長　中込静尾さん）による「むかし遊び」が開催さ
れました。ついで、５月13日には、しあわせ読書会（代表　能村里美さん）のれました。ついで、５月13日には、しあわせ読書会（代表　能村里美さん）の
「読み聞かせ・紙芝居」が実施され、以後毎月行われます。「読み聞かせ・紙芝居」が実施され、以後毎月行われます。
　５月13日より小学４～６年生対象のミニバスケット教室が小学校（埴田栄一　５月13日より小学４～６年生対象のミニバスケット教室が小学校（埴田栄一
校長）の協力で体育館を利用して行われます。また、空き教室を利用して、英会校長）の協力で体育館を利用して行われます。また、空き教室を利用して、英会
話教室が５月23日から、高学年（４～６）・毎週月曜日、低学年（１～３）・毎週話教室が５月23日から、高学年（４～６）・毎週月曜日、低学年（１～３）・毎週
火曜日に開催されます。ミニバスケットボールは早川信之さんを中心に、英会話火曜日に開催されます。ミニバスケットボールは早川信之さんを中心に、英会話
は佐藤陽子さんを中心にボランティアの方の御協力を得て開催されます。は佐藤陽子さんを中心にボランティアの方の御協力を得て開催されます。
　放課後の子どもたちを一緒に見守って下さるボランティアの方がいらっしゃい　放課後の子どもたちを一緒に見守って下さるボランティアの方がいらっしゃい
ましたら、教育委員会社会教育係まで、ご一報下さいますよう、お願いいたします。ましたら、教育委員会社会教育係まで、ご一報下さいますよう、お願いいたします。

◇放課後子ども教室が始まりました◇◇放課後子ども教室が始まりました◇

児童室活用事業 ミニバス教室

いでゆ　第581号17



いでゆ　第581号 18



お誕生おめでとう
４月の誕生はございませんでした。

科日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

12日（日）
中之条町
田島病院

（75）3350

嬬恋村
嬬恋村診療所
（97）3020

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

19日（日）
中之条町
四万診療所
（64）2136

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

26日（日）
東吾妻町
加地医院

（68）2103

長野原町
長野原診療所
（85）2259

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚５月当番医予定表

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

西殿塚 本
ほん

多
だ

　みや 92

前　口 入
いり

澤
さわ

　久
ひさ

男
お

91

馬　場 宮
みや

﨑
ざき

　登
と

丸
まる

89

昭　和 湯
ゆ

澤
ざわ

さつ子
こ

87

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

24時間健康テレホンサービス

群馬県保険医協会では、
「24時間健康テレホンサービス」を

実施しています。
電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
５月（１日から３１日）

月曜／小児の事故「窒息」
火曜／休日・夜間に子どもが発熱したら
水曜／子どものかゆみ対策
木曜／歯並びと舌、唇のくせ
金曜／癌の早期発見・腫瘍マーカーの話
土・日曜／あまり心配のない不整脈の話

☆直接相談タイム（医師対応）
９日（小児科・外科）と15日（歯科）
午後７時30分～午後９時まで
※ トラブル防止のため、お名前と電
話番号をお伺いします。

・固定資産税 １期

・都市計画税 １期

納期限　平成25年５月31日㈮

今月の納税

★自由ひろば
幼稚園教諭資格者や保育士が常
勤。紙芝居やピアノ伴奏等でお
子さんが楽しむことができます。

◆問い合わせ先
　草津町社会福祉協議会
　TEL.88－1050

平成25年５月～６月　予定表
月 火 水 木 金

13 14 15 16 17
自由ひろば 10:３0～11:30

図書館職員～読み聞
かせ
絵本の話

自由ひろば 10:30～12：00
手作りの日
ティッシュケース
（材料費100円）

自由ひろば

20 21 22 23 24
自由ひろば 10:00～11:30

パルシステム（生協）
指導員～牛乳のお話
　　（参加費100円）

自由ひろば 13:00～14:00 
歯科衛生士によるコ
アコンディショニン
グ（体幹）（参加費
200円）

自由ひろば

27 28 29 30 31
自由ひろば 14：00～15：00

ママ＆マタニティ
ヨガ（参加費200
円）

自由ひろば 10:00～14：00
すくすくスタッフ～
紙しばい、手遊び　
バザーの日

自由ひろば

6/3 4 5 6 7
自由ひろば 10:00～11：30

ママカフェ
（参加費100円）

自由ひろば 10:00～11：30
ママカフェ
（参加費100円）
保育園先生と座談会

自由ひろば

10 11 12 13 14
自由ひろば 13:00 ～14:00

アロマテラピー
（参加費２00円）

自由ひろば 10:00～11：30
栄養士～食中毒予防
について

自由ひろば

すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

本誌「我が家のア
イドル」コーナー
では４歳未満のお
子さんの登場をお
待ちしています。
問い合わせ先：
総務課
TEL.88－0001

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　　　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館
【場所】いきいきプラザ草津（保健福祉センター内）
◆対象…乳幼児（0～3歳児中心）とその保護者や妊娠中の方

●「すくすく」のブログができました！　http://ameblo.jp/kusatsu-suku2/

いでゆ　第581号19



タウンデータ

人口・世帯数
（25年５月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,389人
6,922人

81人
56人

女
世　帯

3,533人
3,438世帯

入り込み客数
（平成25年３月分）

合　計

宿　泊

日帰り

234,028人（107.51%）

140,008人（106.67%）

94,020人（108.79%）
（　）前年対比

日 月 火 水 木 金 土
行事の実施場所及び問合せ場所
◆○保 …保健センター　℡88－5797　◆○図 …図　書　館　　℡88－7190
◆○総 …総　務　課　　℡88－0001　◆○自 …自然公園財団　℡88－4972
◆○旅 …旅館協同組合　℡88－3722
◆○教 …教育委員会　　℡88－0005

10 11
・広報いでゆ
　５月号発行日

・両親学級（9:15～）
○保

・キャンドルイベン
ト「夢の灯り」○旅

12 13 14 15 16 17 18
シャクナゲ群落めぐ
り○自

（5/18も開催）

・ベビールーム
　（10:00～）
・幼児個別相談
　（指定された時間）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・健康相談
　（13:30～）○保

・四種混合①
　（13:30～）
・ヒブ③、肺炎球菌
（13：30～）○保

・おはなし会
　（11：00～）○図
・キャンドルイベント
　「夢の灯り」○旅

19 20 21 22 23 24 25
・スプリング研修会
　（運動）（13：30～）
○保

・育児教室
　「すまいる」
　（9：30～）○保

・機能訓練（9:00～）
・３歳児健診（13:30
～）○保

・乳児相談（10:00～）
　○保

・人権相談、行政相談
　（10：30～14：30）
　　○総

・キャンドルイベント
　「夢の灯り」○旅

26 27 28 29 30 31 6/1
・機能訓練（9:00～）
・日本脳炎追加・肺
炎球菌（13:30～）
○保

・手づくり離乳食講習
会（13:30～）○保

2 3 4 5 6 7 8
・特設人権相談、
　行政相談
　（10：00～15：00）
○総

・幼児個別相談
　（指定された時間）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・５歳児運動健診　
○教（会場：保健セン
ター）

・育児教室
　「ミニすまいる」
　（9：30～）○保

9 10 11 12 13 14 15
・ベビールーム
　（10：00～）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・健康相談
　（13:30～）○保

・広報いでゆ
　６月号発行日

編集ミニ後記
本誌編集作業中に、ふと『わが家のアイドル』写真に目をむけると忙しさも忘れて心が和みます。
笑顔はじける小さなアイドルの写真を募集中です！（詳細については⑲ページをご覧下さい。）

Ⓡ

新緑がまぶしい季節です。
山歩きを楽しまれる方は、熊にご
注意くださいね。鈴やラジオなど
を携帯し、常に人がいることを知
らせましょう！

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050

わが家の
アイドル
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宮﨑政幸・雅代さんの長男
〈パパとママからひと言〉

いとこの清乃介くんと仲良くね。
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